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実施計画事業 〇
実施計画事業以外の事業 　

令和５年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 ひとり親家庭入学支援金 担当部 こども未来部

事業期間 平成２９年度 ～ 令和７年度以降 担当課 こども政策課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

15
展開
方向

1 担当係 子育て支援係

目 3 大 5 中 1予算区分 一般会計 款 3 項 3

対象
（何･誰を対象

に）

大学、短期大学、専修学校（専門課程）、高等専門学校（第４学年）へ入学
する者のうち、要件を満たすひとり親家庭。

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

　要件を満たす受給者に対してひとり親家庭等入学支援金（1人当たり120
千円）を支給し、入学準備にかかる費用の一部助成している。

【令和４年度決算】
　3,360千円
　扶助費：3,360千円

【令和５年度予算】
　12,000千円
　扶助費：12,000千円

受益者負担 無

根拠法令
・個別計画

小牧市ひとり親家庭等入学支援給付金
支給要綱

事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

ひとり親家庭のこどもの大学等の進学を支援することで、より良い条件での
就職や転職に向けた可能性を広げ、安定した雇用につなげる。最終的に
は、ひとり親家庭の経済的自立を図る。

事
業
費

項目 R1 R2 R3 R4

国・県支出金 ― ― ―

予算額 12,000 12,000 12,000 12,000

その他職員（時給×時間） 0 0 0 0

事業費合計（C＝A＋B） 6,315 4,635 3,675

R5

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 ― ― ― ―

計（A） 6,240 4,560 3,600 3,360

―
その他 6,240 4,560 3,600 3,360

0.00 0.00

12,000

対前年比 ― 73.0% 78.9% 93.3%

0.00

3,435

計（B） 75 75 75 75

人
件
費

正規職員（平均賃金） 75 75 75 75

正規職員 0.01 0.01 0.01 0.01

その他職員 0.00
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（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

展開方向における指標の推移 基本施策 15 展開方向 1

指標名 方向性 基準値 R2 R3 R4 R5
ひとり親家庭のうち市の入学支援金により
大学などに進学した割合 ↗ 29.1 27.5 18.5 19.9

指
標

指標ほか R1 R2 R3 R4

27.5 18.5 19.9

活
動
指
標

給付金支給件数 件
61 41 49 42

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 52 38 30 28

R5

成
果
指
標

ひとり親家庭のうち市の
入学支援金により大学な
どに進学した割合

％
30.0 30.0 30.0 30.0 30.0

25.7

50

52 38 38 28

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 121,439 121,970 122,495 122,673

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

給付金支給件数は減少傾向にあるものの、大学等に進学するひとり親家庭に対
して給付金を支給することにより経済的な支援を行うことができた。
対象者（大学等への進学するひとり親家庭）が増加・減少することに伴い、給付金
支給件数も増加・減少する可能性があるが、給付金支給件数を増加させるため
には、対象者に対して給付金制度の周知をより効果的に行うことを検討する必要
がある。

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

今後の実
施内容

給付金制度の周知方法の見直しを検討し、支援を希望するひとり親世帯に対し
てより効果的な周知を行う。

事務事業評
価による額


